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実態調 査の概 要  

１  調査の目的  

港区は、国籍や民族等の異なる人々が、文化的違いを認め合いながら、地域社会の一員として

ともに考え、行動し、支え合う「多文化共生社会の実現」を目指しています。本調査は、区内在住外

国人の実態を把握し、目標の達成に向けた施策展開の資料及び令和8年度に策定する区の国際

化推進施策に関する計画の基礎資料とすることを目的として実施するものです。 

 

２  実施概要  

2-1 調査の設計 

（ １ ）アンケート 

調査地域 港区全域 

調査対象 令和７年７月２５日現在、港区に住民登録している外国人のうち１８歳以上の人 

標本数 3,106 人 

標本抽出 住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法 郵送法（郵送配布、郵送回答）、インターネット回答。リマインドはがき１回発送。 

調査期間 令和７年８月 27 日～10 月 10 日 

 

（２ ）インタビュー 

調査地域 港区全域 

調査対象 インタビューを希望された人 

対象者数 30 人 

対象者選定方法 ①アンケートにインタビュー希望票を同封、郵送あるいはインターネット

にて提出 

②上記①の希望者（278 人）から、属性を考慮して抽出 

調査期間 令和７年９月下旬～1２月上旬 
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2-2 調査の内容 

（ １ ）アンケート 

①あなたについて 
②ことばについて 
③情報発信について 
④日常生活の問題とコミュニティ活動について 
⑤災害に強いまちづくりについて 
⑥教育について（お子さんがいる方のみ回答） 
⑦区政について 

 

（２ ）インタビュー 

インタビュー調査は、アンケートでは把握しきれない具体的な経験や背景、生活上の課題やニー

ズをより深く把握することを目的として実施しました。アンケート送付時にインタビュー協力依頼文

を同封し、参加を希望した回答者から承諾を得たうえで対象者を抽出しました。 

抽出にあたっては、アンケート回答内容（国籍・在留資格・居住年数・家族構成・生活状況等）を

参照し、属性が偏らないよう配慮しました。インタビューは半構造化形式で実施し、各対象者につき

約１時間、アンケート回答を踏まえながら生活実態や感じている課題、行政への要望などについて

聞き取りました。 

 

2-3 アンケート回収状況 

標本数 3,106 件 

有効回収数 

822 件 

ウェブでの実回答数 528 件 

紙アンケート回収数 317 件 

※ウェブと紙アンケートの重複回答 23 件を除いた 822 件を有効回収数としました。 

有効回収率 26.5％ 
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３  回答者の属性  

 
性別       年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本居住年数     港区居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

48.1%

女性

50.9%

その他

0.2%

答えたくない

0.5%

無回答

0.4%

（ｎ=822）

0.9%

2.6%

6.3%

10.0%

14.1%

16.4%

13.6%

11.8%

8.9%

6.7%

3.6%

4.5%

0.6%

0% 10% 20%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上

無回答（ｎ=822）

１年未満

16.2%

１～３年未満

16.3%

３～５年未満

20.9%

５～10年未満

20.1%

10～20年未満

15.9%

20年以上

9.2%

無回答

1.3%

（ｎ=822）

１年未満

9.5%

１～３年未満

10.2%

３～５年未満

14.4%

５～10年未満

17.9%

10～20年未満

23.5%

20年以上

22.4%

無回答

2.2%

（ｎ=822）
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国籍または出身地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在留資格      

  

0.6%

0.2%

0.2%

0.1%

11.1%

7.2%

0.1%

0.2%

15.1%

2.7%

0.1%

0.9%

0.5%

0.2%

0.1%

3.2%

0.2%

11.1%

5.2%

29.2%

5.7%

2.8%

2.3%

0.9%

0% 20% 40%

教授

芸術

宗教

報道

高度専門職

経営・管理

法律・会計業務

教育

技術・人文知識・国際業務

企業内転勤

興行

技能

特定技能

文化活動

短期滞在

留学

研修

家族滞在

特定活動（外交官等の家事使用人、看護師、介護士など）

永住者

日本人の配偶者

定住者

その他

無回答
（ｎ=822）

0.4%

33.6%

11.8%

11.7%

0.4%

3.0%

11.9%

3.6%

3.3%

2.2%

3.3%

1.3%

0.2%

17.3%

0.5%

0% 20% 40%

日本

中国または台湾

韓国または朝鮮

フィリピン

ベトナム

オーストラリア

アメリカ合衆国

イギリス

フランス

ドイツ

その他EU加盟国

ブラジル

その他南米諸国

その他

無回答
（ｎ=822）
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世帯年収      居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤務先 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5%

0.2%

0.6%

5.5%

1.3%

2.6%

2.2%

3.3%

6.3%

2.4%

9.2%

4.9%

12.5%

1.3%

3.0%

5.4%

6.1%

0.2%

14.5%

15.2%

2.7%

0% 10% 20%

農業・林業・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・エネルギー・水道業

運輸業

卸売業

小売業

飲食業・飲食サービス業

芸術・ファッション・デザイン業

金融・保険業

不動産業

情報・通信サービス業

新聞・テレビ・ウェブメディア業

医療・福祉サービス業

教育・研究サービス業

その他サービス業

公務

その他

働いていない

無回答
（ｎ=822）

10.1%

10.2%

9.1%

5.6%

9.0%

5.8%

14.6%

4.1%

16.7%

14.7%

0% 10% 20%

200万未満

200万～500万未満

500万～800万未満

800万～1,000万未満

1,000万～1,500未満

1,500万～2,000万未満

2,000万～5,000万未満

5,000万～１億円未満

１億円以上

無回答
（ｎ=822）

芝地域

15.9%

麻布地域

36.5%
赤坂地域

16.8%

高輪地域

19.3%

芝浦港南地域

9.9%

無回答

1.6%

（ｎ=822）
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４  本報告書の見方  

(1) 集計は、小数第二位を四捨五入しています。したがって、数値の合計が 100.0％とならない場合が

あります。 

(2) サンプル数は、設問に対する回答者の数です。 

(3) 回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出しています。したがって、複数回答の設

問は全ての比率を合計すると 100.0％を超えることがあります。 

(4) 本文や図表中の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化しています。 

(5) 分析の軸（表側）とした調査回答者の属性（国籍または出身地域、日本での在住年数別など）で基数

が少ないもの（30 人未満）は、標本誤差が大きくなるため、参考として図示していますが、分析対象か

らは除いています。また、属性分析では、単純集計で１位となっている傾向以外の結果を中心に記載し

ています。 

(６) 「前回調査」とは令和４年度に実施した「港区国際化に関する実態調査」のことを指します。 
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アンケ ート調 査の主 な結果  

１  行政情報の多言語化の取組  

行政情報の多言語化の取組は評価されている一方で、情報が「自分にとって分か

る・届く」ことが求められています 

 

情報発信に関する設問では、多言語対応について「満足している」と回答する割合が前回調

査より増加しており、区の多言語化の取組を肯定的に受け止めている層が多くみられました。ま

た、日本語能力についての設問では、全体として「聞く」「話す」は比較的高い一方で、「読む」「書

く」では低いレベルを選ぶ割合が相対的に多く、日本語での情報提供があっても内容を十分に

理解できない層が存在している状況が示されています。 

自由意見では、行政手続や行政サービスについて「全体の流れや、複数の手続きの関係性が

分かりにくい」という指摘がみられました。特に、マイナンバーや保険など、複数の制度や部署が

関わる場面では、「何をどこで、どの順番で行えばよいのか」が把握しづらく、不安や負担につな

がっている様子がうかがえます。また、「制度やサービスの存在を後から知った」「日本語だけの

案内で内容を理解できず、利用を諦めた」といった声も寄せられており、情報そのものは用意さ

れていても、必要な人に必要なタイミングで届いていない場面があることが示されています。 

インタビューでは、「情報量が多く、どこから見ればよいか分からない」「自分に必要な情報がど

れなのかが見えにくい」といった意見が挙がっていました。また、居住年数によって困りごとが変

化する一方で、その変化に応じた情報提供の導線が分かりにくいという指摘もありました。 

これらの結果から、多言語化の取組については評価が得られている一方で、「自分にとって必

要な情報に、分かる形でたどり着けること」が求められていることが示唆されます。 
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問 あなたは港区役所の多言語対応（窓口での対応、区への電話での対応、区からの手紙、区のホー

ムページなど）に満足していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、港区の行政サービスや暮らしの情報などを知りたいとき、どのように情報を入手しま

すか。 

〇行政情報の入手方法で「区のホームページを見る」が最も高く、次いで「家族・友人・知人に聞く」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ ２ ３ ４ ５ 

満足していない 満足している 

5〔満足している）

47.7%

4

23.6%

3

19.5%

2

4.3%

1（満足していない）

2.1%

無回答

2.9%

（ｎ=822）

46.2%

44.6%

34.1%

28.5%

11.4%

9.5%

5.4%

4.1%

4.3%

4.9%

2.1%

0% 20% 40% 60%

区のホームページを見る

家族・友人・知人に聞く

ＳＮＳやウェブサイトを見る

区役所や総合支所に聞く

転入の際にもらったウェルカム・パッケージ

（カード）に入っている資料を見る

「広報みなと」や「Minato Monthly」、ケー

ブルテレビなどの区の広報媒体を見る

町会・自治会等に聞く

大使館や領事館等に聞く

その他

特に入手する情報はない

無回答
（ｎ=822）
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問 あなたはどのＳＮＳを使っていますか。 

〇SNS の利用では「LINE」が最も高く、次いで「Instagram（Threads を含む）」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビュー結果（一部抜粋）  

・Minato Monthly のように多言語での情報発信が助かる。 

・港区のホームページは英語版があり、必要な情報が得られるので助かっている。 

・区の SNS は知らなかった。ホームページも情報量が多くどこから見ればよいか分からないと感じて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.8%

51.2%

40.1%

24.2%

11.2%

6.1%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

LINE

Instagram（Threadsを含む）

Facebook

X（旧 Twitter）

その他

使っていない

無回答
（ｎ=822）
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２  交流や文化理解について  

日本語学習の場は、交流や文化理解の場として期待されています 

 

日本語能力に関する設問では、全体として「聞く」「話す」を高いレベルで選ぶ回答が一定程度

みられ、日常生活でのコミュニケーションに自信を持つ層が確認されました。一方で、「読む」「書

く」では相対的に低いレベルを選ぶ回答が多く、来日年数や在留資格などによって日本語能力の

特徴が異なる状況もみられました。漢字圏出身者では「読む」「書く」で上位レベルの割合が高い

など、背景による差も確認されています。 

自由記述では、行政手続の説明を日本語で受ける際に「全体の流れがつかめない」、「どの窓

口で何を相談すればよいか分からない」といった声が寄せられていました。また、「書類や制度の

説明になると理解が追いつかず緊張する」、「日本語でうまく伝えられるか不安で相談を諦めた

ことがある」といった意見もみられ、日本語によるやり取りが心理的な負担につながる場面がある

ことが示されています。こうした負担感は、文字情報の理解が求められる場面で特に生じやすい

傾向がうかがえます。 

一方で、区が主催する日本語教室へのニーズも確認されました。日本語を学ぶ以外に日本語

教室に期待する内容では「日本人と交流ができる」が最も高く、「日本の文化や習慣を知ること

ができる」も続いていました。特に家族滞在や日本人の配偶者では文化理解への期待が高い傾

向がみられました。インタビューでも、日本語教室を「日本人と話せる場」、「地域や学校とのつな

がりを持てる場」として捉える声が挙がっており、日本語学習が語学習得にとどまらず、交流や文

化理解、地域との接点として期待されている状況が整理されます。こうした期待は、区が継続し

てきた日本語学習支援の取組が、単なる語学支援を超えて、地域とのつながりを生み出す場とし

て認識されつつあることが示唆されます。 

 

問 あなたは日本語を学んでいますか。 

〇日本語学習の状況では、「学んでいる（学んだことがある）」が最も高く、次いで「すでに日本語を習

得しているので学ぶ必要がない」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学んでいる

（学んだこと

がある）

47.4%

学んだことはない

が、今後学びたい

15.3%

学びたくない

2.1%

すでに日本語

を習得してい

るので学ぶ必

要がない

28.0%

その他

4.6%

無回答

2.6%

（ｎ=822）
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問 どのような方法で日本語を学んでいますか。また、学びたいですか。 

〇日本語学習では、「１回 1，500 円以上のプライベートレッスン」が最も高く、前回調査と比較すると、

「港区役所がやっている基礎日本語教室」、「無料の教室」の割合が増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 港区が行っている「基礎レベルの日本語教室」や「子どもの日本語教室」に参加したい、（子ども

を）参加させたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.8%

24.0%

23.4%

22.7%

17.4%

16.3%

10.1%

8.1%

3.7%

18.8%

2.5%

2.1%

34.6%

20.2%

8.5%

15.4%

17.6%

14.4%

4.3%

0.5%

4.8%

34.6%

2.7%

0.5%

0% 20% 40%

１回1,500円以上のプライベートレッスン

友人

港区役所がやっている基礎日本語教室

無料の教室

テレビ・ラジオの講座

専門学校や日本語学校

１回1,500円以上の教室

１回1,500円以下の教室

通信教育

その他

わからない

無回答

今回（ｎ=516)

前回（ｎ=188）

33.0%

27.4%

20.9%

17.9%

5.8%

5.4%

0% 20% 40%

ご自身が参加したい

すでに日本語を習得しているので

参加する必要がない

興味がない

子どもを参加させたい

参加している（参加したことがある）

無回答

（ｎ=822）
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問 あなたは日本語教室で、日本語を学ぶことのほかに、どのようなことを期待しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビュー結果（一部抜粋）  

・区の日本語教室に関心があり、家族が週２回受講している。 

・日本語教室の存在は知っているが、開催時間などの詳細が分からず参加できていない。 

・日本語を学ぶことで日常のやりとりが広がり、日本人とのコミュニケーションや地域とのつながりが増

えることを期待している。 

・日常生活の場面を想定したレッスン内容を求めており、参加すれば多国籍の友人ができる機会になる

と感じている。 

 

 

 

  

59.9%

51.1%

40.8%

35.6%

33.3%

21.5%

3.3%

5.1%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80%

日本人と交流ができる

日本の文化や習慣を知ることができる

地域情報を入手することできる

生活の問題や困ったことの相談ができる

参加できるコミュニティを紹介してもらえる

災害の時に頼ることができる

その他

日本語を学ぶこと以外に何も望まない

無回答
（ｎ=822）
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３  地域参加について  

地域参加への意欲は高く、きっかけづくりが求められています 

 

地域のコミュニティへの参加状況では、実際に参加している人は 1 割強にとどまっていました。

一方で、地域活動への参加意向では「興味がわくものであれば参加してみたい」という回答が半

数を超え、「ぜひ参加したい」という回答も一定数みられました。インタビューでも「関わりたいが

入口が分からない」という声が複数挙がっており、参加意欲と行動の間に“きっかけ不足”がある

状況が示されています。 

また、子育て世帯については、子どもが通う園や学校に望むこと（例：日本語支援、人間関係

のサポートなど）や、保護者として困っていること（例：日本語習得の難しさ、学校情報の理解など）

を尋ねたところ、子どもの学校生活や進路、人間関係に関する不安や関心が多く挙げられていま

した。こうした回答から、子育て世帯では学校や地域とのつながりを求める姿がうかがえ、地域活

動への参加意欲がある一方で、参加の入口や接点が十分に見えにくい状況が示唆されます。 

 

 

問 あなたは地域のコミュニティやグループに参加していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは地域の活動やまちづくりの活動に参加してみたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.7%

14.9%

84.2%

82.1%

4.1%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（ｎ=822）

前回（ｎ=616）

参加している 参加していない 無回答

2.9%

3.6%

15.7%

16.9%

52.9%

45.9%

10.2%

15.3%

15.1%

13.6%

3.2%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（ｎ=822）

前回（ｎ=616）

すでに参加している

ぜひ活動に参加してみたい

興味がわくものであれば参加してみたい

参加したくない

わからない

無回答
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問 あなたが参加している・参加したい活動は次のどれですか。 

〇参加している・参加したい活動では「音楽会や芸術祭などの文化芸術活動」が最も高く、次いで「日

本人との交流」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.2%

53.6%

52.3%

38.6%

34.6%

34.6%

30.1%

30.1%

29.4%

19.0%

15.0%

9.8%

8.5%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80%

音楽会や芸術祭などの文化芸術活動

日本人との交流

お祭り・イベント開催の準備

スポーツを主とした活動

防災訓練・防災活動

日本語教室や日本語サロン等への協力

学校教育への参加

災害・環境・貧困・人権などの

社会問題に関する活動

日本人へ母語を教える活動

防犯活動

落書き消去や清掃活動

交通安全の指導や見回り

その他

無回答

（ｎ=153）
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問 あなたのお子さんが今行っている保育園、幼稚園、小学校、中学校に望むことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.1%

36.1%

34.3%

25.4%

23.9%

23.9%

20.0%

19.1%

14.3%

13.4%

12.2%

12.2%

11.9%

3.6%

16.1%

9.3%

20.3%

18.2%

14.7%

11.3%

10.8%

21.2%

12.1%

11.3%

15.6%

9.5%

9.1%

12.1%

2.2%

28.6%

13.9%

0% 20% 40%

園生活や学校生活、教科学習に必要な日本語を教えること

子どもが園・学校でいじめにあったり、孤立しないような

人間関係のサポート

日本の文化や習慣を教えること

文化や習慣の違いを理解して教育・保育を行うこと

日本で進学や就職をするために必要な日本語を教えること

日本語がわからない保護者への支援（園や学校からの

連絡物の翻訳、面談や行事での通訳の充実など）

子どもや保護者が困ったときに

相談できる窓口や体制づくり

子どもや保護者が地域の行事や活動に

参加しやすくするためのサポート

日本の他の園・学校や外国系・民族系の

学校との協力や交流

発達について相談できる窓口

保護者が園や学校の行事、ＰＴＡ活動などに

参加しやすくするためのサポート

保育園、学校に係る手続きのわかりやすさ

教科学習を授業とは別の時間に教えること

その他

特に望むことはない

無回答

今回（ｎ=335）

前回（ｎ=231）
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問 あなたは保護者として、どのようなことに困っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビュー結果（一部抜粋）  

・日本人の友人と文化の違いを話し合う中で、自分の国の文化を紹介するイベントがあれば参加した

いと思っている。 

・日本人と話す機会はあるが深い関係には至っておらず、地域の活動に参加したいが情報が見つけに

くいと感じる。 

・学校の先生とは話すものの、進路の仕組みがよく分からない。将来の選択肢をどう考えればよいか迷

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.1%

16.1%

11.0%

9.9%

8.7%

7.2%

6.3%

5.7%

4.5%

2.7%

0.3%

3.6%

33.1%

11.9%

0% 20% 40%

日本語学習・習得に困っている

子どもの進路のこと

他の保護者とのコミュニケーション

母語学習に困っている

（三者面談や家庭訪問などにおける）学校

の先生とのコミュニケーション

教科学習についていけていない

他の子どもたちからいじめを受けている

（可能性がある）

学校からのお知らせ（印刷物）が

わからない

日本の学校生活・行事や授業についての

（配布物以外の）説明会などがない

園・学校に行かない、行きたがらない

家庭内の問題や事情

その他

特にない

無回答
（ｎ=335）
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４  生活ルールや防災行動の理解について  

生活ルールや防災行動の理解には、背景説明と多言語での情報提供が求められてい

ます 

日本の生活ルールや制度に関する設問では、制度や手続の仕組みが分かりにくいという声が

寄せられていました。特に来日間もない層では、どこまでが義務でどこからが任意なのかが分か

りにくく、全体像が見えないことへの不安が示されています。また、暗黙のルールや慣習が事前に

共有されにくく、注意されて初めて知る場面があるという指摘もみられました。理由が説明されな

いまま指摘されることで戸惑いや萎縮につながるという声もあり、ルールの背景の共有が理解促

進に重要であることがうかがえます。 

一方で、災害への備えに関する設問では、「在宅避難のための備蓄」や「避難場所の確認」を

行っている人の割合が前回より上昇しており、区が継続してきた啓発の取組が一定の成果を上

げていることが読み取れます。「何も準備していない」という回答は減少しており、全体として防災

意識が高まっている状況が示されています。また、災害時に望む対策では「避難場所の案内板を

多言語で表記する」「緊急時に多言語で放送・誘導を行う」といった要望が幅広い層で高く、多

言語化への期待が共通していることが確認されました。 

災害時に困ることとしては、「自宅にいるか避難所へ行くかの判断」「災害情報を正確に知るこ

と」が上位に挙がり、特に来日間もない層や在留資格が特定活動の方などでは情報取得への不

安が顕著でした。一方で、長期居住者では水や食料の確保など、生活継続に関する不安が中心

となっており、居住年数によって困りごとが異なる傾向がみられました。インタビューでも、「理由

が分かれば納得しやすい」「防災訓練に参加したい」「協力できることがあれば協力したい」とい

った声が挙がっており、行動やルールが持つ背景の共有や多言語での情報提供が、生活ルール

や防災行動の理解を促すうえで重要であることが示唆されます。 

 

問 日本のルールや文化で、自国と違い、難しい、理解しにくいことはありますか。 

・ 何がマナー違反なのか、事前に教えてもらえず、後から注意されて困った。（男性／20 歳代／アジア） 

・ なぜその行動がいけないのか説明がなく、納得できないことがある。（男性／30 歳代／欧州） 

・ 地域ごとにごみの分別方法が違い、混乱した。（男性／40 歳代／アジア） 

・ 公共の場でのマナーについて、どこまで気を付ければよいか分からない。（男性／30 歳代／北米） 

・ 理由を説明されずに強い口調で注意され、嫌な気持ちになった。（男性／30 歳代／アジア） 

・ 職場での遠回しな言い方や本音と建前が分からず、対応に困ることがある。（男性／30歳代／アジア） 

・ 働き方やコミュニケーションのルールが明確でなく、戸惑った。（女性／40 歳代／欧州） 
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インタビュー結果（一部抜粋）  

・ごみの分別が細かく、どれをどこに出すか最初は理解しづらく、夜に洗濯機を使ってよいかなど生活

音のマナーにも戸惑いがあった。 

・行政手続において、その手順を踏む理由の説明がなく、自身がその点を理解できていないまま手続き

を行うことに違和感がある。 

・電車で子どもが少し騒ぐと周囲の視線を感じる。言葉ではなく態度で注意を促す日本の文化に戸惑

うことがある。 

・歩道を自転車で走っていたら日本人に注意されたことがある。交通ルールの違いだけでなく注意のさ

れ方にも戸惑いを感じた。 

 

 

問 あなたは、地震などの災害が起きた時のためにどのような準備をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.4%

42.7%

36.7%

25.7%

24.3%

19.2%

19.1%

14.1%

13.9%

11.7%

8.5%

1.8%

2.9%

0% 20% 40% 60%

在宅避難のために食べ物や飲み物、簡易

トイレなどを用意している

近くの避難場所を確認している

区役所の情報入手先（区のホームページ

など）を確認している

家具（棚、冷蔵庫、テレビなど大きな

もの）が動かないように固定している

家族との緊急時の連絡方法を決めている

東京都、警察、消防等の情報入手先を

確認している

大使館の情報入手先を確認している

防災訓練などの防火・防災行事に参加

している

近所の人たちとあいさつや話をして、

顔見知りになっている

何も準備していない

何を準備したらよいかわからない

その他

無回答
（ｎ=822）
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問 災害が起きた時は、地域の人と協力しながら助け合います。その時、あなたは、港区にどのよう

な対策を望みますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.0%

56.1%

46.1%

41.4%

35.9%

33.2%

27.4%

26.5%

2.7%

7.3%

2.8%

55.0%

53.2%

43.3%

37.8%

32.1%

34.1%

22.6%

25.0%

1.8%

11.0%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80%

避難場所・避難所の案内板を

多言語で表記する

緊急時に多言語による放送や誘導を行う

多言語による緊急対応パンフレットを

配る

緊急時に多言語で対応できる相談窓口を

つくる

日本人と一緒に外国人も参加できる地域の

防災訓練や避難所体験訓練を実施する

日本人・外国人を含む近所の連絡・

協力体制づくりを進める

避難場所・避難所や防災対策に関する

説明会を実施する

防災体験学習施設などの見学を外国人

向けに実施する

その他

特に望む対策はない

無回答

今回（ｎ=822）

前回（ｎ=616）
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問 地震などの災害が起きた時、あなたはどのようなことに困ると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビュー結果（一部抜粋）  

・港区から携帯トイレを受け取り、災害に備えやすい環境が整っていると感じている。 

・災害時に子どもをどう守るかが心配で、避難所の情報が英語で分かりやすく提供されるとよい。 

・防災訓練には参加したことがない。 

・避難所の場所は知っているが実際に行ったことはない。 

 

55.1%

54.9%

52.3%

48.1%

45.7%

26.8%

24.8%

20.6%

14.5%

10.5%

7.9%

1.8%

2.6%

50.6%

53.6%

53.2%

54.9%

40.3%

27.8%

25.3%

26.6%

16.9%

7.0%

9.1%

1.6%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80%

自宅にいるか、避難所へ行くかを

どう判断すればよいか

災害情報や避難情報などを正確に

知ることができるか

自分の家が住めない状態になったときに、

どこにいけばよいか

自宅にいたときに、

水や食料をどう手に入れるか

自分や家族が一緒にいない場合、

連絡がとれるかどうか

母国に連絡ができるか

自国の大使館等が支援をしてくれるか

会社・職場・学校など、

日常生活を送る場にすぐに戻れるか

交通やインフラの遮断で、社会と孤立して

しまい、精神的に不安を感じる

想像がつかないのでわからない

避難所は、自分の食事（ハラルフードなど）や

生活習慣（礼拝など）に対応してもらえるか

その他

無回答

今回（ｎ=822）

前回（ｎ=616）
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５  区政について  

問 あなたは港区のどのような行政サービスが充実していると思いますか。また、どのような行政サ

ービスが足りないと思いますか。 

〇行政サービスでは「充実している」と「まあ充実している」の合計が最も高いのは「道路、路上標識、

案内板などの整備」（74.6%）、次いで「ごみ収集、リサイクル、環境美化」（73.0%）、「職員の対応」

（71.2%）となっており、生活基盤に関する項目の満足度が高く、「職員の対応」も評価されている。 

〇一方、「やや足りない」と「足りない」の合計が最も高いのは「区窓口や電話での外国語対応」

（9.3%）、次いで「インターネットによる手続き」（8.4%）、「公園、児童遊園などの整備」（7.8%）とな

っているが、１位と２位が同様の順番であった前回調査よりそれぞれ回答割合が減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.2%

27.1%

23.7%

37.6%

26.4%

21.8%

24.7%

25.7%

22.7%

23.2%

37.5%

22.4%

20.0%

19.7%

38.7%

40.5%

34.5%

38.6%

36.7%

36.7%

39.3%

30.4%

33.6%

26.6%

24.5%

28.0%

21.2%

18.9%

20.3%

29.9%

17.6%

29.1%

21.2%

34.3%

34.1%

33.9%

29.0%

29.6%

17.5%

17.8%

28.1%

16.1%

32.5%

38.9%

29.4%

34.1%

37.0%

35.3%

19.7%

41.5%

32.2%

38.3%

13.7%

12.5%

14.5%

18.0%

18.1%

4.4%

5.6%

6.9%

4.5%

3.3%

3.5%

5.7%

2.2%

1.7%

1.6%

2.6%

1.8%

5.5%

4.4%

3.4%

2.7%

5.7%

4.0%

4.9%

1.5%

1.5%

2.4%

1.5%

1.1%

1.7%

2.7%

1.1%

1.2%

1.2%

0.9%

0.6%

1.8%

2.3%

1.8%

1.3%

2.1%

0.7%

1.5%

6.7%

8.8%

8.4%

6.8%

10.1%

9.6%

9.5%

15.8%

18.5%

18.4%

9.5%

16.1%

11.4%

14.1%

8.0%

8.9%

9.2%

9.7%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紙による行政情報の多言語化

区ホームページの多言語化

区窓口や電話での外国語対応

職員の対応

みなとコール、区民の声センターなどの対応

各種相談体制

インターネットによる手続き

子育て支援

保育

教育

保健

福祉

防災情報の多言語化や、避難訓練など啓発活動の実施

区民向け住宅の整備

ごみ収集、リサイクル、環境美化

道路、路上標識、案内板などの整備

公園、児童遊園などの整備

コミュニティバス（ちぃばす）、台場シャトルバス（お

台場レインボーバス）、自転車シェアリングなどの交…

区民センター、スポーツ施設、図書館等の公共施設の整

備

(n=822) 充実している まあ充実している どちらともいえない やや足りない 足りない 無回答
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問 あなたは日本人と外国人がともに考え、支え合いながら、豊かな地域社会を作り上げるために、

港区にはどのような政策が必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.8%

44.5%

38.9%

32.5%

31.8%

30.2%

28.8%

26.5%

24.2%

22.1%

19.8%

16.8%

14.8%

10.9%

2.8%

4.1%

5.7%

0% 20% 40% 60%

外国人と日本人の双方が参加して交流する

イベント等を開催する

区政情報の多言語化を進める

日本語の学習ができる機会を充実する

日本の伝統的な文化や芸能を

外国人に紹介する

外国人への偏見・差別をなくす

ための周知啓発を進める

外国人が区での生活ルールを学ぶ

機会を創出する

インターナショナルスクールと

地域との交流を進める

諸外国の文化や生活情報を区民へ紹介する

職員の語学力を向上させる

外国人が区へ意見や提案を

行いやすい方法等を整備する

日本人の子どもが外国に行って、

その国の文化に直接触れる機会をつくる

相談体制を充実させる

大使館との連携を強化する

ＮＰＯやボランティア団体に

助成等の支援を行う

その他

わからない

無回答
（ｎ=822）



 

 

港区平和都市宣言 

 

 かけがえのない美しい地球を守り、世界の恒久平和 

を願う人びとの心は一つであり、いつまでも変わるこ 

とはありません。 

 私たちも真の平和を望みながら、文化や伝統を守り、 

生きがいに満ちたまちづくりに努めています。 

 このふれあいのある郷土、美しい大地をこれから生 

まれ育つこどもたちに伝えることは私たちの務めです。 

 私たちは、我が国が『非核三原則』を堅持すること 

を求めるとともに、ここに広く核兵器の廃絶を訴え、 

心から平和の願いをこめて港区が平和都市であること 

を宣言します。 

 

  昭和６０年８月１５日 

 

港  区   
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